
９ 令和３年９月末現在

日和地区人口（前年同月比）

男 １８２人（ -３）

女 １９０人（ -８）

計 ３７２人（-11）

世帯数 １６６世帯（±０）

地区高齢者比率 ４９．７％

町人口10,232人 （-171）
令和３年１０月１７日 No.２１５

 

相撲場の解体についてのお知らせ
公民館のシンボルでもありました、相撲場を解体することになりました。数年前から相撲場

の傷みがひどく、危険建物とし改築か解体と話し合いをしてまいりました。しかし改築には、

多額の費用が（２２０万円超）かかる事が判明しました。

複数の業者に見積をとりましたが、余りにも老朽化が進み修繕不可能に近いと言う回答を頂

き、長年皆様に愛された相撲場ですが、話し合い

で解体という結果になりました。

解体するにも４０数万円の費用がかかりますが、

地区振興協議会で負担して頂く事になり、皆様に

負担して頂く事はありません。憩いの場所として

残したかったのですが、とても残念です。その跡

地に若い人達の憩いの場としてハーフバスケット

コートを新設する予定です。どうか地域の皆さん

のご理解をお願いします。

公民館長 中井伸人

３年ぶりのにぎやかな掛け声 ～秋まつり 子どもみこし～

日和地区秋まつりが10月 18日（月）に開催されました。平成30年以来3年ぶりの開催

です。日和地区在住または、親が日和地区出身の小学生、保育所園児の方に参加を呼びかけた

ところ、約2０人のたくさんの児童、園児の方にご参加いただきました。

当日は秋晴れの天気のもと、午後２時過

ぎに日和公民館を出発。中井館長が先導す

るなか、参加した子どもたちは桜井神社ま

での道のりを元気な掛け声とともにみこし

を担いで歩きます。

行列には保護者や地域の方が一緒に歩い

て下さいました。ありがとうございます。

また、桜井神社の前では多くの方が出迎え

て下さるとともに、有志の方の屋台の出店

もあり、にぎやかなお祭りの一日となりま

した。



行 事 予 定

１０月２６日（火）矢上小１年生農家見学 １１月 １日（月）日和地区社協 慰霊祭

１1月 ６日（土）森の学校第２弾(いこいの村) １１月１２日（金）箱庭つくり

１1月１５日（月）人権学習会 １１月１５日（月）乳がん検診

１１月１９日（金）第８回手芸教室 １１月２５日（木）ときわ会ペタンク大会

１１月２９日（月）第１４回館長杯ＧＧ大会 毎週水曜日 １３：３０～ 運動教室

※新型コロナウイルス感染拡大防止等の理由により変更することがあります。

※写真を撮影し、公民館だより等で使用することがあります。またケーブルテレビ等の取材が入る場合があります。

座談会の様子

そばウォーキング開催
公民館事業で「そばウォーキング」を１０月４日（月）に開催しました。ウォーキングのコースは、

日和公民館から桜井神社までを往復する「たっぷりコース」と、桜井神社から公民館までの片道分を歩

く「のんびりゆったりコース」の２つを用意しました。

当日は秋晴れの青空のもと、まずはたっぷりコースの参加者の方で日和公民館を午前１１時前にスタ

ート。途中日かげで休憩をとりながら、奥谷集落の桜井神社に向かいます。道中も「やれあの山は～～

山言うてこういう逸話がある」とか、「あらあちらの家には蛇口から水が出よる、教えてあげようか」

とか楽しく話をしながら桜井神社に到着すると、神社前の農地にそばがまとまった面積で植えてあり、

参加者みんなで満開のそばの花を堪能。休憩後、後半の復路ではのんびりゆったりコースの参加者の方

と合流し、日和川沿いを歩きながら「今度は魚を釣ろうか」、「やあ稲刈りしとんさる。今日の天気なら

ええなあ」と周りの景色を見ながら歩き、そば専門店「千蓼庵」さんを目指します。千蓼庵では店主の

岩谷さんにそばの説明や、邑南そばの紹介をしていただき、おいしくいただきました。最後は公民館に

帰ってみんなで解散。日和の秋を満喫していただきました。

地区別戦略発展事業 振興協議会で活動報告
10月 12日（火）に今年度第2回の日和地区総合振興協議会（以下振興協議会）の代議員会が開催

され、そのなかで実施1年目（Ｒ２計画策定、Ｒ３～６の4年間実施予定）の地区別戦略発展事業の

活動状況について、青年部の湯浅理事さんや各事業ご担当の方から報告がありました。

湯浅理事からは日和地区での事業目的と事業推進体制について説明があり、実施主体である振興協議

会の枠組みのもと、現在3つの事業が進行中である旨説明があり、その後3つの事業担当者の方々が

それぞれ実施状況を説明。そのなかで「日和モデル事業」では先月より地区内アンケート調査を実施中

であること、「日和の巣不動産事業」では取組み内容についての検討と、地区の方への周知を進めるた

めの研修会を12月に企画していること、「スポーツの里日和事業」では町担当課の行う事業コンペの

予行演習を兼ねた発表形式で、ハーフバスケットコートの設置に向けた設置計画、設置物の管理運用体

制、利用を想定したバスケット関係団体との連携についての説明などがありました。

～地域
のでき

ごと～


